
『
今
昔
物
亜
旧
集
』
（
本
朝
部
）

巻
三
一
第
六
話
の
読
解
を
中
心
に
一

の
人
間
像
に
み
る
時
代
の
息
吹

福
島

・
」

1

は
じ
め
に

　
「
息
吹
」
と
い
う
統
一
テ
ー
マ
を
持
つ
連
続
講
義
の
ひ
と
コ
マ
と
し
て
、
「
『
今

昔
物
語
集
』
に
み
る
人
間
像
」
と
い
う
題
目
で
の
講
演
依
頼
を
受
け
た
。
周
知
の

と
お
り
、
『
今
昔
物
語
集
』
は
、
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
の
説
話
を
、
仏
教
的
世

界
観
の
も
と
、
国
別
に
、
そ
し
て
テ
ー
マ
別
に
き
わ
め
て
整
理
さ
れ
た
か
た
ち
で

集
成
し
よ
う
と
し
た
大
説
話
集
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
『
今
昔
物
語
集
』
に
み

る
」
で
は
、
あ
ま
り
に
対
象
が
広
漠
と
し
て
い
る
の
で
、
「
『
今
昔
物
語
集
』
の

「
本
朝
部
」
に
み
る
人
間
像
」
と
い
う
題
で
話
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
私
に
推
察

す
る
と
こ
ろ
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
は
、
仏
教
に
か
か
わ
る
説
話
を
中
心
と
し
な

が
ら
も
、
世
俗
の
説
話
を
も
豊
富
に
収
録
し
て
い
て
、
そ
こ
に
は
、
貴
族
だ
け
で

な
く
新
興
の
武
士
か
ら
庶
民
・
盗
賊
に
至
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
が
登
場
し
、
混
沌

た
る
時
代
を
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
人
々
の
姿
が
リ
ア
ル
に
描
か
れ
て
い
る
と
、

一
般
に
は
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
息
吹
」
と
い
う
統
一
テ
ー
マ
に
好
適
な
も

の
と
し
て
選
ば
れ
た
の
だ
と
思
う
。
そ
う
考
え
て
、
講
演
の
当
日
は
、
巻
三
〇
第

八
話
（
安
積
山
の
歌
物
語
）
と
巻
三
一
第
六
話
「
加
茂
祭
の
日
、
一
条
大
路
に
札

を
立
て
て
見
物
す
る
翁
の
語
」
と
を
取
り
上
げ
、
ゴ
ー
ル
と
し
て
は
、
巻
三
一
第

六
話
の
主
人
公
た
る
、
西
ノ
京
八
条
あ
た
り
に
住
ま
う
刀
禰
の
翁
の
振
る
舞
い

に
、
「
時
代
の
息
吹
」
を
読
む
と
い
う
構
想
で
話
を
し
た
。
本
稿
は
、
そ
の
講
演

の
内
容
を
基
に
、
新
た
に
書
き
下
ろ
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
　
『
今
昔
物
語
集
』
（
本
朝
部
）
の
叙
法

　
さ
て
、
「
は
じ
め
に
」
で
、
「
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
が
登
場
し
、
混
沌
た
る
時
代
を

た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
人
々
の
姿
が
リ
ア
ル
に
描
か
れ
て
い
る
と
、
一
般
に
は
理

解
さ
れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
が
、
そ
う
し
た
理
解
故
に
、
『
今
昔
物
語
集
』
（
本
朝

部
）
は
、
日
本
史
学
の
世
界
で
も
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
研
究
史
的

整
理
は
、
例
え
ば
、
西
山
良
平
「
『
今
昔
物
語
集
』
と
日
本
史
研
究
」
（
安
田
章
編

『
鈴
鹿
本
学
昔
物
語
集
影
印
と
考
証
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
・
一
九
九
七

年
、
所
収
）
に
整
理
さ
れ
て
も
い
る
。
そ
こ
で
、
西
山
氏
は
、
日
本
史
の
『
今

昔
』
研
究
の
課
題
の
第
一
と
し
て
、
『
今
昔
』
の
時
代
性
・
歴
史
性
の
検
証
を
不

可
欠
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
問
題
へ
の
対
処
は
「
以
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外
に
杜
撰
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
、
私
は
、
日
本
史
の
史
料
と

し
て
『
今
昔
物
語
集
』
（
本
朝
部
）
を
扱
お
う
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
こ

に
「
時
代
の
息
吹
」
を
読
も
う
と
す
る
以
上
、
こ
の
問
題
を
素
通
り
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
注
目
す
べ
き
先
行
研
究
に
よ
り
な
が
ら
、
本
稿
の
依
拠
す

る
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
西
山
氏
の
論
考
を
収
め
る
同
じ
書
中
に
、

勝
田
至
「
『
今
昔
物
語
集
』
の
地
域
社
会
」
と
い
う
論
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
冒
頭
に
「
『
今
昔
物
語
集
』
の
時
代
設
定
」
と
題
す
る
章
が
あ
る
。
そ
こ
で
勝

田
氏
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
史
研
究
の
み
な
ら
ず
日
本
文
学
研
究
の
成
果
を
も
ふ

ま
え
、
い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
な
が
ら
考
察
を
進
め
て
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て

い
る
。

歴
史
的
研
究
の
素
材
と
し
て
の
『
今
昔
物
語
集
』
が
い
つ
の
時
代
を
描
写
し

て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
↓
口
次
の
よ
う
に
考
え
て
お
く
。
ω
説
話
の
モ
チ

ー
フ
と
密
着
し
た
歴
史
的
制
度
（
た
と
え
ば
国
司
が
任
国
に
赴
く
）
は
、
原

拠
説
話
の
成
立
し
た
時
期
の
状
況
を
示
す
。
②
細
部
の
制
度
名
（
宣
旨
、
郡

司
、
郷
の
刀
禰
な
ど
）
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
編
者
が
編
集
時
点
（
院
政
期
）

の
常
識
を
適
用
し
て
改
め
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
㈹
説
話
中
の
情
景
や
人

物
の
行
動
は
、
編
集
時
点
（
院
政
期
）
の
現
実
社
会
で
も
起
こ
り
う
る
も
の

と
し
て
描
写
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
〈
中
略
〉
『
今
昔
物
語
集
』
の
デ
テ
ィ

ル
が
院
政
期
の
描
写
と
み
な
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
と
す
れ
ば
、
ま
ず
は
一

安
心
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
…

　
さ
ら
に
、
千
本
英
史
「
『
今
昔
物
語
集
』
1
永
遠
の
未
完
成
の
魅
力
1
」
（
『
国

文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
・
第
七
二
三
八
号
・
二
〇
〇
七
年
八
月
）
に
お
い
て
、
千
本

氏
は
、
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
、
勝
田
氏
の
説
を
引
き
な
が
ら
、
「
『
今
昔
物
語

集
』
は
、
そ
れ
が
編
纂
さ
れ
て
い
た
院
政
期
の
視
点
で
、
摂
関
全
盛
期
以
前
を
描

い
た
作
品
」
で
あ
り
、
「
取
り
扱
わ
れ
た
こ
と
が
ら
が
『
今
昔
物
語
集
』
が
編
纂

さ
れ
て
い
た
院
政
期
の
目
を
通
し
て
解
釈
・
体
感
さ
れ
て
い
る
」
、
「
『
今
昔
物
語

集
』
の
空
間
的
視
座
は
、
あ
く
ま
で
都
市
・
京
都
に
あ
り
、
京
都
の
町
並
み
で
の

都
市
民
の
存
在
感
は
圧
倒
的
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
見
解
に
基
づ
き
な
が
ら
、
以
下
に
『
今
昔
物
語
集
』

（
本
朝
部
）
の
説
話
に
登
場
す
る
人
間
像
に
時
代
の
息
吹
を
読
み
と
っ
て
み
よ
う

と
田
い
う
。

二

巻
三
〇
第
八
話
（
安
積
山
の
歌
物
語
）

　
　
に
み
る
『
今
昔
物
語
集
』
の
叙
法

　
本
節
で
は
、
巻
三
〇
第
八
話
（
安
積
山
の
歌
物
語
）
を
取
り
上
げ
て
、
「
何
ら

か
の
黒
豆
関
係
が
推
測
さ
れ
る
」
（
完
訳
日
本
の
古
典
『
今
昔
物
語
集
』
）
と
さ
れ

る
同
話
で
あ
る
『
大
和
物
語
』
第
一
五
五
段
と
比
較
し
な
が
ら
、
『
今
昔
物
語
集
』

の
叙
法
の
特
徴
を
見
て
み
た
い
。

　
巻
三
〇
第
八
話
の
梗
概
は
、
「
完
訳
日
本
の
古
典
」
本
の
記
述
を
借
り
れ
ば
、

次
の
よ
う
で
あ
る
。

大
納
言
家
に
仕
え
た
内
舎
人
某
が
ふ
と
垣
間
見
た
姫
君
に
思
い
こ
が
れ
、
直

訴
と
見
せ
か
け
て
姫
に
近
づ
き
、
姫
を
さ
ら
っ
て
逃
走
し
、
陸
奥
国
安
積
の

山
中
に
庵
を
構
え
て
同
棲
し
た
が
、
や
が
て
懐
妊
し
た
姫
は
、
男
の
留
守
中

に
山
中
の
井
戸
に
わ
が
顔
を
映
し
見
て
面
や
つ
れ
の
甚
だ
し
き
を
恥
じ
て
嘆



き
死
に
、
帰
っ
て
き
た
男
も
姫
の
死
を
嘆
い
て
死
ん
だ
と
い
う
話
。

歌
一
、
ホ
乃
王
意
解
、
悦
楽
飲
終
日
。

3

『
大
和
物
語
』
第
一
五
五
段
も
梗
概
化
す
れ
ば
同
様
の
話
だ
が
、
話
の
分
量
・
話

の
語
ら
れ
方
は
相
当
に
異
な
る
。

　
ま
ず
、
話
の
発
端
の
部
分
、
『
大
和
物
語
』
が
、
「
昔
、
大
納
言
の
、
む
す
め
い

と
う
つ
く
し
う
て
も
ち
給
う
た
り
け
る
を
、
帝
に
奉
ら
む
と
て
か
し
づ
き
給
ひ
け

る
を
、
殿
に
食
う
仕
う
ま
つ
り
け
る
内
舎
人
に
て
あ
り
け
る
人
…
」
と
、
始
ま
る

部
分
、
『
今
昔
』
は
、
「
今
昔
、
［
］
天
皇
ノ
御
代
二
、
大
納
言
［
］
ノ
［
］

ト
云
フ
人
妻
ケ
リ
。
子
共
数
有
ケ
ル
中
二
、
形
チ
美
麗
、
有
様
微
妙
キ
女
子
一
人

有
ケ
リ
。
父
ノ
大
納
言
此
ヲ
愛
シ
悲
デ
、
片
時
傍
ヲ
不
放
ズ
シ
テ
養
ヒ
傅
テ
、
天

皇
二
奉
ラ
ム
ト
シ
ケ
ル
ニ
、
其
ノ
家
二
侍
ニ
テ
被
仕
ケ
ル
内
舎
人
［
］
ノ

［
］
ト
云
フ
者
有
ケ
リ
」
と
あ
る
。

　
も
と
も
と
こ
の
話
は
、
古
今
集
仮
名
序
に
「
手
な
ら
ふ
人
の
は
じ
め
に
も
し
け

る
」
と
も
記
さ
れ
て
著
名
な
「
あ
さ
か
山
か
げ
さ
へ
見
ゆ
る
山
の
井
の
…
」
と
い

う
伝
承
歌
を
め
ぐ
る
歌
物
語
で
、
『
万
葉
集
』
巻
十
六
（
有
由
縁
井
雑
歌
）
三
八

〇
七
番
歌
左
注
や
古
今
集
仮
名
序
の
注
で
は
、
次
の
よ
う
な
別
伝
承
を
持
つ
（
い

ず
れ
も
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
り
引
用
）
。

安
積
香
山
　
影
副
所
見
　
山
井
之
　
甘
心
乎
　
吾
念
莫
国

（
あ
さ
か
や
ま
　
か
げ
さ
へ
み
ゆ
る
　
や
ま
の
み
の
　
あ
さ
き
こ
こ
ろ
を

わ
が
お
も
は
な
く
に
）

右
歌
謡
云
、
葛
城
早
言
二
干
陸
奥
国
一
之
時
、
国
司
言
承
緩
怠
異
甚
、
於
レ
時

語
意
不
レ
悦
、
怒
色
顕
レ
面
、
難
レ
設
一
飲
饒
一
、
不
二
洋
宴
楽
一
、
於
レ
是
有
二
前

采
女
一
、
風
流
娘
子
、
左
手
捧
レ
膓
、
右
手
持
レ
水
、
撃
二
歯
骨
二
一
、
而
詠
口
此

な
に
は
つ
の
う
た
は
み
か
ど
の
お
ほ
む
は
じ
め
な
り
。
〈
中
略
〉
あ
さ
か
山

の
こ
と
ば
は
う
ね
め
の
た
は
ぶ
れ
よ
り
よ
み
て
、

　
　
か
づ
ら
き
の
お
ほ
き
み
を
み
ち
の
お
く
へ
っ
か
は
し
た
り
け
る
に
、
く

　
　
に
の
つ
か
さ
事
お
ろ
そ
か
な
り
と
て
ま
う
け
な
ど
し
た
り
け
れ
ど
す
さ

　
　
ま
じ
か
り
け
れ
ば
、
う
ね
め
な
り
け
る
女
の
か
は
ら
け
と
り
て
よ
め
る

　
　
な
り
。
こ
れ
に
ぞ
お
ほ
き
み
の
心
と
け
に
け
る
。

　
　
あ
さ
か
山
か
げ
さ
へ
見
ゆ
る
山
の
井
の
あ
さ
く
は
人
を
お
も
ふ
も
の
か

　
　
は

こ
の
ふ
た
う
た
は
う
た
の
ち
ぢ
は
は
の
や
う
に
て
ぞ
手
な
ら
ふ
人
の
は
じ
め

に
も
し
け
る

こ
ち
ら
の
伝
承
も
事
実
性
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
か
疑
問
で
あ
る
が
、
『
大
和
物
語
』

・
『
今
昔
物
語
集
』
の
伝
承
も
そ
れ
が
事
実
課
で
あ
る
保
証
は
な
い
物
語
で
あ

る
。
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
今
昔
』
は
、
冒
頭
か
ら
、
登
場
人
物
の
固
有

名
詞
に
つ
い
て
こ
だ
わ
り
を
示
す
。
も
と
も
と
『
大
和
物
語
』
の
よ
う
な
物
語
な

の
だ
か
ら
、
『
今
昔
』
の
出
典
で
も
そ
の
名
な
ど
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
今
昔
』
編
者
は
、
わ
ざ
わ
ざ
意
識
的
欠
文
を
固
有
名
詞

に
あ
た
る
部
分
に
設
け
る
。
の
み
な
ら
ず
、
「
［
］
天
皇
ノ
御
代
二
」
と
出
来
事

の
時
期
さ
え
特
定
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
示
す
。
こ
う
し
た
意
識
的
欠
文
の
設
定

や
姿
勢
は
、
『
今
昔
』
の
そ
こ
こ
に
見
ら
れ
る
『
今
昔
』
固
有
の
方
法
で
あ
る
。

　
か
つ
て
、
池
上
洵
一
氏
は
、
「
『
今
昔
物
語
集
』
の
福
神
退
治
－
巻
廿
登
第
七
話

を
中
心
に
一
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
・
第
五
四
巻
一
一
号
・
一
九
七
七
年
一
一
月
）
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で
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

お
よ
そ
い
か
な
る
種
類
・
性
格
の
話
で
あ
っ
て
も
、
『
今
昔
』
の
撰
者
は
、

つ
ね
に
世
間
話
的
な
関
心
を
も
っ
て
対
処
す
る
。
話
の
内
容
を
つ
ね
に
即
物

的
に
現
実
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
話
の
現
実
の
中
を
生
き
る
人
間
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

て
、
同
じ
現
実
を
生
き
る
人
間
と
し
て
の
な
ま
な
関
心
を
寄
せ
な
が
ら
話
を

受
容
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
動
か
し
が
た
く
確
立
し
て
い
た
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
…

　
巻
三
〇
第
八
話
の
場
合
も
、
も
と
は
虚
構
の
物
語
で
あ
っ
た
可
能
性
の
あ
る
話

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
編
者
は
そ
れ
を
「
即
物
的
に
現
実
と
し
て
と
ら
え
」

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
意
識
的
欠
文
を
設
け
て
ま
で
話
の
事
実
性
に
こ
だ
わ
り
を
示

す
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
『
今
昔
』
が
仏
法
の
も
と
に
あ
る
世
界
の
様
々
な
実
例

を
集
め
よ
う
と
し
た
こ
と
と
も
か
か
わ
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
話
で
、
内
舎
人
某
が

ふ
と
垣
間
見
た
姫
君
に
思
い
こ
が
れ
る
場
面
、
原
文
で
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
此
ノ
男
、
三
二
愛
欲
ノ
心
深
ク
発
テ
、
思
ヒ
可
寄
ク
モ
非
ヌ
事
ナ
レ
ド
モ
、
其

ノ
後
立
万
ノ
事
歴
思
ズ
シ
テ
夜
ル
昼
、
只
此
ノ
姫
君
ノ
有
様
ノ
ミ
心
二
懸
リ
テ
、

見
マ
欲
ク
難
堪
ク
思
ヘ
ケ
ル
程
二
、
二
子
干
害
二
成
テ
、
物
ナ
ド
モ
敢
テ
不
食
ハ

ズ
シ
テ
、
二
死
キ
程
二
成
ニ
ケ
レ
バ
」
と
、
「
愛
欲
ノ
心
深
ク
発
テ
」
と
い
う
表

現
を
用
い
て
い
る
。
『
大
和
物
語
』
で
は
、
「
い
か
で
か
向
け
む
、
こ
の
む
す
め
を

見
て
け
り
。
顔
か
た
ち
、
い
と
う
つ
く
し
げ
な
る
を
見
て
、
よ
う
つ
の
こ
と
お
ぼ

え
ず
、
心
に
か
か
り
て
、
夜
昼
い
と
わ
び
し
く
、
病
に
な
り
て
お
ぼ
え
け
れ
ば
」

と
あ
る
ば
か
り
で
、
「
愛
欲
」
と
い
う
仏
教
的
罪
悪
感
を
と
も
な
っ
た
把
握
は
見

ら
れ
な
い
。

　
そ
れ
か
ら
、
直
訴
と
見
せ
か
け
て
姫
に
近
づ
き
、
姫
を
さ
ら
っ
て
逃
走
し
よ
う

と
企
て
る
く
だ
り
、
『
今
昔
』
で
は
、

群
々
ス
思
ヒ
練
テ
、
其
ノ
姫
君
ノ
御
方
二
有
ケ
ル
女
二
会
テ
、
「
極
タ
ル
大

事
ニ
テ
、
殿
二
可
申
キ
事
ノ
候
ヲ
、
姫
御
前
二
申
サ
ム
ト
思
給
フ
ル
ヲ
、
其

ノ
事
申
給
へ
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
女
、
「
何
事
ヲ
申
サ
ム
」
ト
云
ケ
レ
バ
、

男
、
「
此
ノ
事
ヲ
極
タ
ル
漫
事
ニ
テ
、
人
伝
ニ
チ
ハ
否
不
申
マ
ジ
キ
事
ニ
テ

ナ
ム
有
ル
ヲ
、
己
レ
年
来
此
ノ
殿
二
仕
テ
内
外
無
キ
身
也
、
恭
ク
モ
端
二
立

出
サ
セ
給
ヒ
タ
ラ
バ
、
不
人
伝
デ
細
カ
ニ
申
サ
ム
ト
［
ナ
］
ム
思
給
フ
ル
」

ト
云
ケ
レ
バ
、
毛
頭
ノ
由
ヲ
聞
テ
、
姫
君
二
、
「
此
ク
ナ
ム
申
ス
」
ト
忍
ビ

ヤ
カ
ニ
語
ケ
レ
バ
、
姫
君
、
「
何
事
ニ
カ
有
ラ
ム
。
実
二
其
ノ
男
ハ
親
ク
被

蓋
ル
者
ナ
レ
バ
、
可
揮
キ
ニ
モ
非
ズ
。
自
ラ
聞
カ
ム
」
ト
［
］
云
ケ
レ

バ
、
女
此
ノ
由
ヲ
告
レ
バ
、
［
］
喜
キ
物
カ
ラ
心
騒
ギ
テ
、
心
二
思
ケ
ル

様
ハ
、
「
今
ハ
生
テ
世
二
可
有
ク
モ
不
思
エ
ザ
リ
ケ
レ
バ
、
同
死
ニ
ヲ
、
此

ノ
姫
君
ヲ
取
テ
、
本
意
ヲ
遂
テ
後
面
、
身
ヲ
モ
投
テ
死
ナ
ム
」
ト
思
ヒ
得

テ
、
此
モ
云
也
ケ
リ
。
然
バ
男
、
世
二
有
ラ
ム
事
残
リ
少
ク
思
エ
テ
、
万
ヅ

心
細
ク
哀
レ
ニ
思
エ
ケ
レ
ド
モ
、
此
ノ
心
難
思
止
ク
テ
、
彼
ノ
女
二
会
テ
、

「
彼
ノ
畢
生
カ
ニ
。
尚
急
ギ
可
申
キ
基
山
テ
ナ
ム
有
ル
」
ト
責
ケ
レ
バ
、
女

此
ノ
由
ヲ
姫
君
二
申
シ
ケ
レ
バ
、
姫
君
何
心
モ
無
ク
端
二
塁
テ
、
妻
戸
ノ
有

ル
簾
ノ
内
二
立
テ
聞
ム
ト
為
ル
、
夜
ナ
レ
バ
人
モ
無
シ
。
男
延
ノ
清
幽
近
ク

寄
テ
、
打
出
シ
可
申
キ
事
モ
無
ケ
レ
バ
、
暫
ク
居
タ
ル
ニ
、
「
奇
異
キ
態
ヲ

モ
シ
テ
ム
ズ
ル
カ
ナ
。
今
回
我
が
身
ハ
限
也
ケ
リ
」
ト
思
ヒ
煩
ヒ
ケ
レ
ド

モ
、
ロ
ハ
此
ノ
思
ヒ
ノ
憔
焼
ク
ガ
如
ク
ニ
思
エ
ケ
レ
バ
、
「
然
ハ
レ
、
死
ナ
ム
」

ト
思
テ
、
立
走
テ
簾
ノ
中
二
飛
入
テ
、
姫
君
ヲ
掻
抱
テ
飛
ブ
が
如
タ
ニ
シ
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テ
、
其
ノ
家
ヲ
出
テ
遥
二
去
テ
、
人
モ
無
カ
リ
ケ
ル
所
二
将
行
ニ
ケ
ル
。

〈
中
略
、
姫
君
失
踪
後
の
大
納
言
邸
の
混
乱
ぶ
り
を
描
く
〉
然
テ
彼
ノ
内
舎

人
ハ
、
「
此
ノ
事
聞
エ
ナ
バ
、
我
が
身
モ
徒
二
成
ナ
ム
」
ト
思
ケ
レ
バ
、
「
軍

民
モ
否
不
有
ジ
。
只
遥
ナ
ラ
ム
方
二
行
テ
、
野
ノ
中
呂
モ
、
此
ノ
姫
君
ヲ
具

シ
テ
有
ラ
ム
」
ト
思
ヒ
得
テ
、
此
ノ
姫
君
ヲ
馬
二
乗
セ
テ
、
我
レ
モ
馬
二
乗

テ
調
度
掻
負
テ
、
陸
奥
国
ノ
方
へ
行
ケ
ル
ニ
、
只
親
ク
仕
ケ
ル
従
者
二
人
ヲ

付
テ
行
ケ
ル
。

と
あ
る
。
『
大
和
物
語
』
で
は
、
「
『
せ
ち
に
聞
え
さ
す
べ
き
こ
と
な
む
あ
る
』
と

い
ひ
わ
た
り
け
れ
ば
、
『
あ
や
し
。
な
に
ご
と
そ
』
と
い
ひ
て
い
で
た
り
け
る

を
、
さ
る
心
ま
う
け
し
て
、
ゆ
く
り
も
な
く
か
き
抱
き
て
、
馬
に
乗
せ
て
、
陸
奥

の
国
へ
、
夜
と
も
い
は
ず
、
昼
と
も
い
は
ず
、
逃
げ
て
い
に
け
り
」
と
き
わ
め
て

簡
略
に
書
い
て
あ
る
と
こ
ろ
を
、
『
今
昔
』
で
は
、
姫
君
と
内
舎
人
と
の
間
に
立

つ
女
房
と
の
や
り
と
り
を
設
定
（
こ
れ
は
、
深
窓
の
姫
君
に
「
其
ノ
二
二
侍
ニ
テ

被
仕
ケ
ル
」
内
舎
人
が
物
申
す
た
め
に
は
、
現
実
に
は
、
当
時
の
常
識
か
ら
し

て
、
姫
君
に
仕
え
る
女
房
の
取
次
ぎ
が
必
要
と
の
判
断
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
ろ

う
）
し
、
「
喜
キ
物
カ
ラ
心
騒
ギ
テ
、
白
豆
思
ケ
ル
様
ハ
、
『
今
ハ
生
テ
世
二
可
有

ク
モ
不
思
入
ザ
リ
ケ
レ
バ
、
暴
死
ニ
ヲ
、
此
ノ
姫
君
ヲ
取
テ
、
本
意
ヲ
遂
テ
後

屈
、
身
ヲ
モ
投
テ
死
ナ
ム
』
ト
思
ヒ
得
テ
、
此
モ
云
也
ケ
リ
」
、
「
『
奇
異
キ
態
ヲ

モ
シ
テ
ム
ズ
ル
カ
ナ
。
今
ハ
我
が
身
ハ
限
也
ケ
リ
』
ト
思
ヒ
煩
ヒ
ケ
レ
ド
モ
、
只

此
ノ
思
ヒ
ノ
憔
焼
ク
ガ
如
ク
ニ
思
エ
ケ
レ
バ
、
『
然
ハ
レ
、
死
ナ
ム
』
ト
思
テ
」
、

「『

气
m
事
聞
エ
ナ
バ
、
我
が
身
モ
徒
二
成
ナ
ム
』
ト
思
ケ
レ
バ
、
『
京
ニ
モ
否
不

有
ジ
。
ロ
ハ
遥
ナ
ラ
ム
方
二
行
テ
、
野
ノ
中
ニ
モ
、
此
ノ
姫
君
ヲ
具
シ
テ
有
ラ
ム
』

ト
思
ヒ
得
テ
」
な
ど
と
切
羽
詰
っ
た
男
の
心
情
を
語
り
手
が
思
い
や
り
、
ま
た
、

遠
い
陸
奥
の
国
へ
逃
げ
る
に
は
、
武
装
も
従
者
も
必
要
と
「
調
度
掻
負
テ
〈
中

略
〉
只
親
ク
仕
ケ
ル
従
者
二
人
ヲ
付
テ
行
ケ
ル
」
と
描
写
す
る
（
陸
奥
国
へ
の
逃

走
の
く
だ
り
、
『
伊
勢
物
語
』
の
東
下
り
章
段
（
第
六
・
八
・
九
段
）
の
措
辞
の

影
響
あ
る
か
）
。
ま
さ
に
「
そ
の
話
の
現
実
の
中
を
生
き
る
人
間
に
対
し
て
、
同

じ
現
実
を
生
き
る
人
間
と
し
て
の
な
ま
な
関
心
を
寄
せ
な
が
ら
」
話
が
語
ら
れ
て

い
る
。
し
か
も
、
注
意
す
べ
き
は
、
そ
こ
に
は
、
前
掲
の
池
上
氏
の
論
文
中
の

「
四
『
同
ジ
死
ニ
ヲ
』
1
行
動
力
の
起
点
1
」
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
「
い
っ
た
ん

窮
地
に
陥
っ
て
死
を
目
前
に
し
て
し
ま
っ
た
主
人
公
た
ち
は
、
そ
の
絶
体
絶
命
と

の
判
断
を
て
こ
に
し
て
、
積
極
的
に
決
死
の
行
動
に
出
る
」
と
い
う
『
今
昔
』
固

有
の
論
理
と
表
現
と
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
こ

こ
に
見
ら
れ
る
叙
述
の
改
変
は
他
で
も
な
く
、
『
今
昔
』
編
者
の
仕
業
と
み
て
よ

さ
そ
う
で
あ
る
。

　
以
下
、
く
だ
く
だ
し
い
の
で
述
べ
な
い
が
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ

っ
て
も
、
『
今
昔
』
編
者
が
、
原
話
を
現
実
的
・
即
物
的
に
受
容
し
よ
う
と
し
て

い
る
具
体
的
様
相
が
明
ら
か
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
本
話
の
末
尾
に
、
「
此
ノ
事

ハ
従
者
ノ
語
り
伝
タ
ル
ニ
ヤ
。
世
ノ
旧
事
ニ
ナ
ム
云
ス
ル
」
と
事
実
性
に
こ
だ
わ

る
か
の
よ
う
に
伝
承
の
経
路
に
関
心
を
は
ら
っ
て
み
た
り
、
「
然
レ
バ
女
ハ
、
徒

者
〔
「
徒
者
」
、
東
北
大
学
豊
新
宮
城
三
蔵
本
聖
書
二
「
従
者
」
ト
ア
リ
〕
也
ト

モ
、
男
ニ
里
心
不
許
マ
ジ
キ
也
、
ト
ナ
ン
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
と
い
か
に
も
通

俗
的
な
教
訓
的
評
語
を
付
け
加
え
た
り
す
る
の
も
、
そ
う
し
た
『
今
昔
』
編
者
の

志
向
性
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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三

巻
三
一
第
六
話
「
加
茂
祭
の
日
、
一
条
大
路
に

　
　
札
を
立
て
て
見
物
す
る
翁
の
語
」
を
読
む

　
前
節
で
は
、
巻
三
〇
第
八
話
を
例
と
し
て
『
今
昔
物
語
集
』
の
叙
法
の
特
徴
を

見
て
き
た
が
、
以
下
、
そ
れ
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
巻
三
一
第
六
話
を
読
み
、
そ

こ
に
描
か
れ
た
主
人
公
で
あ
る
西
ノ
三
八
条
あ
た
り
に
住
ま
う
刀
禰
の
翁
の
人
間

像
な
ど
に
「
時
代
の
息
吹
」
を
読
ん
で
み
た
い
。
梗
概
を
ひ
と
ま
ず
「
完
訳
日
本

の
古
典
」
本
の
記
述
を
借
り
て
し
る
し
て
お
け
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

西
八
条
（
引
用
者
注
、
「
完
訳
日
本
の
古
典
」
本
で
は
、
後
に
平
清
盛
の
西

八
条
邸
の
あ
っ
た
地
と
す
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
西
ノ
京
の
八
条
で
あ
ろ

う
）
の
刀
禰
の
八
十
翁
が
、
賀
茂
祭
の
行
列
に
加
わ
っ
て
い
る
蔵
司
小
使
の

孫
の
晴
れ
姿
を
見
よ
う
と
、
あ
ら
か
じ
め
辻
に
高
札
を
立
て
、
あ
た
か
も
陽

成
院
の
見
物
席
の
よ
う
に
思
わ
せ
て
、
一
人
悠
々
と
行
列
を
見
物
し
た
。
院

が
あ
と
で
そ
れ
を
知
っ
た
が
お
答
め
も
な
く
、
か
え
っ
て
関
心
な
さ
っ
た
と

い
う
話
。

短
い
話
な
の
で
、
次
に
本
文
全
部
を
引
用
す
る
。

　
今
昔
、
加
茂
ノ
祭
ノ
日
、
一
条
ト
東
ノ
洞
院
ト
ニ
、
暁
ヨ
リ
札
立
タ
リ
ケ

リ
。
其
ノ
札
二
書
タ
ル
様
、
「
此
事
書
ノ
物
見
ム
ズ
ル
所
也
。
人
不
可
立
ズ
」

ト
。
人
其
ノ
札
ヲ
見
テ
、
敢
テ
其
ノ
辺
二
不
寄
ズ
。
「
此
ハ
陽
成
院
ノ
物
御

覧
ゼ
ム
ト
テ
被
立
タ
ル
札
ナ
リ
」
ト
皆
人
思
テ
、
歩
ノ
人
填
込
不
寄
ザ
リ
ケ

リ
。
天
孫
ヤ
、
車
ト
云
フ
物
ハ
、
其
ノ
札
ノ
当
り
ニ
不
立
ザ
リ
ケ
ル
ニ
、
漸

ク
事
成
ラ
ム
ト
為
ル
程
二
、
見
レ
バ
、
浅
黄
上
下
着
タ
ル
翁
出
来
テ
、
上
下

ヲ
見
上
見
下
シ
テ
、
三
三
ヲ
仕
テ
、
其
ノ
札
ノ
三
二
立
テ
、
静
二
物
ヲ
見

テ
、
物
渡
リ
畢
ニ
ケ
レ
バ
返
り
ヌ
。

　
然
レ
バ
、
人
、
「
諾
成
院
ノ
物
可
御
覧
カ
リ
ケ
ル
ニ
、
怪
ク
不
御
マ
サ
“

リ
ヌ
ル
ハ
」
「
何
ナ
ル
事
ニ
テ
不
御
覧
ヌ
ニ
カ
」
「
札
ヲ
立
乍
ラ
逆
撃
マ
サ
“

リ
ヌ
ル
、
怪
キ
事
カ
ナ
」
ト
人
口
々
二
心
不
得
ズ
云
合
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
亦
人

ノ
云
フ
様
、
「
此
ノ
物
見
ツ
ル
翁
ノ
気
色
ハ
怪
カ
リ
ツ
ル
者
カ
ナ
。
此
奴

ノ
、
『
院
ヨ
リ
差
立
タ
ル
札
』
ト
人
ニ
訓
告
ハ
セ
テ
、
此
ノ
翁
ノ
、
札
ヲ
立

テ
、
『
我
レ
所
得
テ
物
見
ム
』
ト
テ
為
タ
ル
ニ
や
有
ラ
ム
」
ナ
ド
、
様
々
二

人
云
練
ケ
ル
ニ
、
五
金
院
自
然
ラ
此
事
ヲ
聞
シ
食
テ
ケ
レ
バ
、
「
其
翁
憶
二

召
シ
テ
問
へ
」
ト
被
仰
ケ
レ
バ
、
其
ノ
翁
ヲ
被
尋
ケ
ル
ニ
、
其
ノ
翁
、
西
ノ

八
条
ノ
刀
禰
有
ケ
ル
。
然
レ
バ
院
ヨ
リ
下
部
ヲ
遣
シ
テ
召
ケ
レ
バ
、
翁
参
テ

ケ
リ
。

　
院
軸
承
リ
テ
、
「
汝
ヂ
何
カ
ニ
思
テ
、
『
院
ヨ
リ
被
立
タ
ル
札
』
ト
書
テ
、

一
条
ノ
大
路
二
札
ヲ
立
テ
人
ヲ
恐
シ
テ
、
シ
タ
リ
顔
二
物
ハ
見
ケ
ル
ゾ
」

ト
、
「
其
ノ
由
憶
二
申
セ
」
ト
被
問
ケ
レ
バ
、
翁
申
テ
云
ク
、
「
札
ヲ
立
タ
ル

事
ハ
翁
が
仕
タ
ル
事
也
。
但
、
『
院
ヨ
リ
被
立
タ
ル
札
』
ト
ハ
更
二
不
書
候

ズ
。
翁
既
二
年
八
十
二
罷
リ
成
円
型
レ
バ
、
物
見
ム
心
モ
不
候
ズ
。
其
レ

ニ
、
孫
二
候
フ
男
ノ
、
今
年
蔵
司
ノ
小
使
ニ
テ
罷
り
渡
り
候
ツ
ル
也
。
其
レ

が
極
テ
見
マ
欲
ク
思
給
へ
候
シ
カ
バ
、
『
罷
出
テ
見
給
ヘ
ム
』
ト
思
給
ヘ
シ

ニ
、
『
年
ハ
罷
老
ニ
タ
リ
。
人
ノ
多
ク
候
ハ
ム
中
ニ
テ
見
候
バ
バ
、
被
踏
倒

テ
腰
髄
ナ
ム
。
益
無
カ
リ
ケ
ム
』
ト
昇
給
ヘ
テ
、
『
人
不
寄
来
ザ
ラ
ム
所
ニ

テ
ヤ
ス
ラ
カ
ニ
テ
見
給
ヘ
ム
』
ト
思
給
ヘ
テ
立
テ
候
ヒ
シ
養
毛
」
ト
陳
ケ
レ

バ
、
陽
成
院
本
ヲ
聞
シ
食
シ
、
「
此
ノ
翁
極
ク
思
ヒ
寄
テ
札
ヲ
立
タ
リ
ケ
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リ
。
『
孫
ヲ
見
ム
』
ト
思
ケ
ム
、
専
理
也
。
此
奴
ハ
極
ク
賢
キ
奴
ニ
コ
ン
有

ケ
レ
」
ト
感
ゼ
サ
セ
給
テ
、
「
買
血
疾
ク
罷
返
リ
ネ
」
ト
富
戸
給
ケ
レ
バ
、

翁
シ
タ
リ
顔
ナ
ル
気
色
ニ
テ
、
家
守
返
テ
、
妻
ノ
姻
二
、
「
我
が
構
タ
リ
シ

事
、
当
二
番
ヤ
。
院
モ
此
ク
感
ゼ
サ
紫
黒
フ
」
ト
云
テ
、
我
レ
賢
ニ
ナ
ム
思

タ
リ
ケ
ル
。

　
然
レ
ド
モ
、
世
ノ
細
首
此
ク
感
ゼ
サ
セ
給
不
受
申
ザ
リ
ケ
リ
。
但
シ
、

「
翁
ノ
、
『
孫
ヲ
見
ム
』
ト
思
ケ
ム
ハ
理
也
」
ト
ゾ
人
肥
ケ
ル
、
ト
ナ
ム
語
り

伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。

　
な
お
、
本
話
に
つ
い
て
は
、
中
村
修
也
『
今
昔
物
語
集
の
人
々
　
平
安
京
篇
』

大
文
閣
出
版
（
二
〇
〇
四
年
）
の
第
一
章
「
都
人
の
楽
し
み
は
神
社
詣
で
」
の
第

一
節
「
賀
茂
祭
を
見
物
す
る
翁
」
に
、
日
本
史
研
究
者
の
立
場
か
ら
の
解
説
が
あ

る
の
で
、
適
宜
そ
れ
を
も
参
照
す
る
。

　
話
は
、
賀
茂
祭
の
日
の
出
来
事
か
ら
始
ま
る
。
賀
茂
祭
は
、
旧
暦
四
月
の
中
の

酉
の
日
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
、
初
夏
の
都
の
年
中
行
事
。
勅
使
一
行
は
、
宮
中

か
ら
紫
野
の
斎
院
へ
向
か
い
、
斎
王
と
同
道
し
て
下
社
へ
、
そ
こ
で
の
社
頭
の
祭

儀
の
後
、
上
社
へ
向
か
い
社
頭
の
祭
儀
の
後
、
奉
仕
し
た
使
・
舞
人
な
ど
が
還
っ

て
天
皇
の
御
前
で
歌
舞
を
演
じ
賜
宴
な
ど
の
あ
る
斎
忌
の
儀
と
な
る
。
葵
の
葉
で

飾
ら
れ
た
そ
の
華
麗
な
行
列
を
見
物
し
よ
う
と
す
る
貴
賎
の
人
々
で
、
沿
道
は
大

盛
況
で
あ
っ
た
。
桟
敷
を
し
つ
ら
え
物
見
の
牛
車
を
立
て
並
べ
た
貴
族
の
祭
見
物

の
有
様
は
、
中
村
氏
の
前
掲
書
に
も
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
条
大
路
は
、

祭
の
当
日
、
物
見
の
人
を
乗
せ
た
牛
車
が
立
ち
並
び
、
桟
敷
が
ぎ
っ
し
り
と
構
え

ら
れ
、
警
備
の
た
め
に
検
非
違
使
が
出
動
し
た
と
い
う
（
「
新
潮
日
本
古
典
集
成
」

本
の
頭
注
参
照
）
。
そ
の
一
条
大
路
と
東
洞
院
大
路
と
の
交
差
す
る
あ
た
り
に
、

暁
が
た
か
ら
、
「
最
恵
翁
ノ
物
見
ム
ズ
ル
所
也
。
人
不
可
立
ズ
」
と
の
高
札
が
立

て
ら
れ
た
。
こ
の
一
条
東
洞
院
と
い
う
地
点
は
、
中
村
氏
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、

「
賀
茂
祭
の
行
列
と
斎
院
一
行
が
合
流
す
る
最
も
三
島
の
に
ぎ
や
か
に
な
る
場
所
」

で
「
お
そ
ら
く
貴
族
と
庶
民
が
立
ち
並
ぶ
境
界
領
域
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
ま

す
」
と
も
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
高
札
を
見
た
人
々
は
、
そ
れ
を
陽
成
院
が
見
物
し
よ
う
と
思
っ
て
立
て
ら

れ
た
札
だ
と
考
え
た
。
陽
成
院
と
は
、
第
五
十
七
代
の
天
皇
。
八
八
四
年
、
乱
行

の
た
め
と
い
う
こ
と
で
、
関
白
藤
原
基
経
に
よ
り
廃
位
さ
れ
た
天
皇
だ
が
、
退
位

し
た
の
が
十
七
歳
、
亡
く
な
っ
た
の
が
九
四
九
年
で
八
十
二
歳
の
こ
と
。
こ
の
話

の
時
は
、
そ
の
陽
成
院
が
翁
と
称
し
て
お
か
し
く
な
い
頃
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
人
々
は
、
や
ん
ご
と
な
い
方
が
場
所
を
取
っ
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
だ
れ
も
立

ち
入
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
い
よ
い
よ
行
列
も
近
づ
こ
う
と
す
る
頃
、
や
っ
て
き

た
の
は
浅
葱
色
（
薄
青
色
で
、
目
立
た
ぬ
年
配
の
者
の
服
の
色
）
の
上
下
を
着
た

翁
。
桟
敷
や
牛
車
に
い
る
人
々
を
見
上
げ
、
路
上
に
座
っ
て
居
る
人
々
を
見
お
ろ

し
て
、
得
意
げ
に
扇
を
使
っ
て
、
立
て
札
の
も
と
に
立
っ
て
静
か
に
見
物
を
し
、

祭
の
行
列
が
通
り
終
わ
る
と
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
と
よ
り
そ
の
風
体
・
立
ち
居

振
舞
い
か
ら
し
て
、
塩
豆
院
の
よ
う
な
高
貴
な
方
で
は
あ
り
え
な
い
。

　
人
々
は
、
「
陽
成
院
ノ
物
可
御
覧
カ
リ
ケ
ル
ニ
、
怪
ク
不
御
マ
サ
．
・
リ
ヌ
ル

ハ
」
、
「
何
ナ
ル
事
ニ
テ
不
御
覧
ヌ
ニ
カ
」
、
「
札
ヲ
立
面
ラ
不
慮
マ
サ
、
・
リ
ヌ
ル
、

怪
キ
事
カ
ナ
」
と
口
々
に
不
審
に
思
っ
て
言
い
合
っ
て
い
た
が
、
更
に
「
此
ノ
物

見
ツ
ル
翁
ノ
気
色
ハ
怪
カ
リ
ツ
ル
者
カ
ナ
。
此
奴
ノ
、
『
院
ヨ
リ
中
立
タ
ル
札
』

ト
人
ニ
占
卜
八
景
テ
、
此
ノ
翁
ノ
、
札
ヲ
立
テ
、
『
我
レ
所
得
テ
物
見
ム
』
ト
テ

為
タ
ル
ニ
や
有
ラ
ム
」
な
ど
と
、
人
々
は
様
々
に
取
り
ざ
た
す
る
。
こ
の
あ
た

り
、
世
間
の
人
々
の
口
を
介
し
て
、
う
わ
さ
が
う
わ
さ
を
呼
ん
で
拡
が
っ
て
い
く
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様
子
が
、
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。
院
政
期
製
作
の
『
伴
大
納
言
絵
巻
』
中

巻
末
の
、
応
天
門
放
火
の
真
相
を
目
撃
者
の
舎
人
が
暴
露
し
、
そ
の
情
報
が
う
わ

さ
が
う
わ
さ
を
呼
ん
で
拡
が
っ
て
い
く
様
子
を
描
い
た
場
面
が
連
想
さ
れ
た
り
も

す
る
。

　
こ
う
し
た
う
わ
さ
が
自
ず
と
陽
成
院
の
お
耳
に
入
り
、
そ
の
翁
を
呼
び
つ
け
て

問
い
た
だ
せ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
の
翁
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
西
ノ

京
の
八
条
あ
た
り
に
住
ま
う
刀
禰
だ
と
判
明
し
た
。
刀
禰
と
い
う
の
は
、
中
村
氏

前
掲
書
に
よ
れ
ば
、
「
京
職
に
よ
っ
て
補
任
さ
れ
た
在
地
性
の
強
い
下
級
官
人
」

で
、
さ
ら
に
説
明
を
加
え
て
、

陽
成
院
が
上
皇
と
し
て
生
存
し
た
〈
中
略
〉
十
世
紀
ま
で
は
、
「
七
条
黒
々
」

と
い
う
史
料
に
よ
り
ま
す
と
、
刀
禰
の
多
く
は
正
六
位
の
位
階
を
も
つ
広
義

の
官
人
で
し
た
が
、
『
今
昔
物
語
集
』
が
書
か
れ
た
十
一
世
紀
以
降
に
な
る

と
、
官
位
を
も
た
な
い
ま
ま
刀
禰
職
に
補
任
さ
れ
る
者
も
出
て
き
ま
す
。
刀

禰
の
主
な
役
割
は
、
保
内
の
家
地
等
の
売
買
の
保
証
人
を
果
た
し
た
り
、
保

内
の
非
違
の
検
察
と
い
っ
た
警
察
的
な
業
務
で
し
た
。
つ
ま
り
、
翁
は
庶
民

と
い
っ
て
も
、
在
地
の
長
老
的
存
在
で
あ
り
、
広
義
の
官
人
で
も
あ
っ
た
可

能
性
も
あ
る
の
で
す
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
者
で
あ
る
。

　
翁
は
院
よ
り
遣
わ
さ
れ
た
下
部
に
連
行
さ
れ
て
、
院
の
御
所
に
参
上
す
る
。
売

卜
は
、
「
汝
ヂ
何
カ
ニ
思
テ
、
『
院
ヨ
リ
被
立
タ
ル
札
』
ト
書
テ
、
↓
条
ノ
大
路
二

札
ヲ
立
テ
人
ヲ
恐
シ
テ
、
シ
タ
リ
顔
二
物
量
見
ケ
ル
ゾ
」
、
「
其
ノ
由
髄
二
申
セ
」

と
尋
問
す
る
。
こ
こ
で
は
、
う
わ
さ
が
伝
わ
る
過
程
で
情
報
に
ゆ
が
み
が
生
じ

て
、
「
此
ハ
翁
ノ
物
見
ム
ズ
ル
所
期
。
人
不
可
立
ズ
」
と
い
う
高
札
に
、
「
院
ヨ
リ

心
立
タ
ル
札
」
と
書
か
れ
て
い
た
と
い
う
ふ
う
に
変
わ
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
翁
は
申
し
開
き
を
す
る
。
「
札
ヲ
立
タ
ル
事
ハ
翁
が
仕
タ
ル
事
也
。

但
、
『
院
ヨ
リ
被
立
タ
ル
札
一
ト
ハ
更
二
不
書
候
ズ
。
翁
既
二
年
八
十
二
罷
リ
成

ニ
タ
レ
バ
、
物
見
ム
心
モ
不
候
ズ
。
其
レ
ニ
、
孫
二
五
フ
男
ノ
、
今
年
蔵
司
ノ
小

使
ニ
テ
罷
り
渡
り
候
ツ
ル
也
。
其
レ
が
極
テ
見
マ
欲
ク
下
給
へ
候
シ
カ
バ
、
『
罷

出
テ
見
給
ヘ
ム
』
ト
思
給
ヘ
シ
ニ
、
『
年
型
番
老
ニ
タ
リ
。
人
ノ
多
ク
候
ハ
ム
中

ニ
テ
見
候
ハ
バ
、
被
踏
倒
テ
導
電
ナ
ム
。
益
無
カ
リ
ケ
ム
』
ト
思
料
ヘ
テ
、
『
人

不
寄
来
ザ
ラ
ム
所
ニ
テ
ヤ
ス
ラ
カ
ニ
テ
見
給
ヘ
ム
』
ト
思
給
ヘ
テ
立
テ
候
ヒ
シ
札

也
」
と
。
こ
の
申
し
開
き
の
言
葉
は
、
異
様
な
ほ
ど
丁
寧
な
言
葉
づ
か
い
が
さ
れ

て
い
る
。
自
己
卑
下
を
あ
ら
わ
す
、
「
罷
り
○
○
す
る
」
だ
と
か
、
下
二
段
活
用

の
「
給
ふ
」
だ
と
か
、
丁
寧
語
の
「
候
ふ
」
な
ど
が
、
し
き
り
に
使
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
下
衆
に
過
ぎ
な
い
翁
が
、
た
と
え
間
接
的
に
に
せ
よ
、
こ
の
世
の

最
高
位
に
あ
る
西
成
院
に
対
し
て
申
し
開
き
を
す
る
か
ら
、
そ
う
な
の
だ
と
一
応

の
理
由
付
け
を
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
で
は
な

い
何
か
を
、
そ
の
馬
鹿
丁
寧
な
言
葉
遣
い
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
翁

は
、
必
要
以
上
に
自
己
卑
下
し
た
物
言
い
で
、
高
札
に
「
院
ヨ
リ
被
立
代
ル
札
」

な
ど
と
は
全
く
書
い
て
な
い
し
、
祭
り
見
物
そ
れ
自
体
が
目
的
で
も
な
い
、
か
わ

い
い
孫
が
「
蔵
司
ノ
小
使
」
（
御
幣
櫃
を
守
護
し
て
参
列
す
る
内
蔵
寮
の
史
生
）

の
大
役
を
務
め
る
晴
れ
姿
を
み
た
い
と
い
う
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
事
情
で
、
高
札
を

立
て
た
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
祭
り
見
物
の
人
々
を
欺
く
つ
も
り
な
ど
な
か
っ
た

の
だ
と
、
い
か
に
も
あ
わ
れ
げ
に
腰
低
く
申
し
開
き
を
し
て
、
こ
の
場
を
し
の
こ

う
と
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
き
に
見
た
、
祭
り
見
物
の
場
で
は
、
翁
は
、

桟
敷
や
牛
車
に
い
る
人
々
を
見
上
げ
、
路
上
に
座
っ
て
居
る
人
々
を
見
お
ろ
し
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て
、
得
意
げ
に
扇
を
使
っ
て
、
見
物
を
し
た
わ
け
で
、
こ
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ

る
と
、
翁
の
申
し
開
き
を
額
面
ど
お
り
に
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
高
札
の

内
容
を
見
た
人
が
そ
れ
を
ど
う
理
解
す
る
か
と
い
う
こ
と
も
計
算
済
み
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
高
札
を
立
て
た
行
為
も
、
ま
た
申
し
開
き
の
仕
方

も
、
翁
の
し
た
た
か
な
計
算
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
く
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
陽
成
院
は
「
此
ノ
翁
極
ク
思
ヒ
寄
テ
札
ヲ
立
タ
リ
ケ
リ
。
『
孫
ヲ

見
ム
』
ト
思
ケ
ム
、
前
轍
也
。
此
奴
ハ
極
ク
賢
キ
奴
ニ
コ
ン
有
ケ
レ
」
と
、
孫
の

晴
れ
姿
を
み
た
い
と
い
う
動
機
を
道
理
に
か
な
っ
た
も
の
と
認
め
、
計
略
を
用
い

た
翁
を
「
極
ク
賢
キ
奴
」
と
評
価
し
、
無
罪
放
免
に
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
、
院

が
単
に
翁
に
上
手
く
言
い
く
る
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
必
ず
し
も
な
い
と
考

え
る
。
と
い
う
の
は
、
陽
成
院
は
説
話
伝
承
の
世
界
で
は
「
物
狂
い
」
の
帝
王
と

し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
と
も
な
っ
て
語
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
の

別
の
箇
所
で
も
、
巻
二
〇
第
一
〇
話
に
、
御
成
院
が
怪
し
げ
な
外
道
の
術
を
学
ん

で
、
世
の
人
か
ら
非
難
さ
れ
た
場
面
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
長
話
（
巻
三
一
第
六

話
）
に
も
出
て
く
る
「
世
ノ
人
ハ
此
ク
感
気
サ
セ
給
不
受
申
ザ
リ
ケ
リ
」
と
同
様

の
「
世
ノ
人
ハ
コ
ノ
事
ヲ
不
受
申
ザ
リ
ケ
リ
」
と
い
う
文
言
が
出
て
く
る
。
と
す

れ
ば
、
陽
成
院
は
、
そ
の
性
向
の
不
適
格
性
に
よ
り
、
正
し
い
処
断
を
下
せ
な
か

っ
た
と
解
釈
し
う
る
余
地
も
あ
る
よ
う
に
読
め
る
。

　
一
方
、
許
さ
れ
た
翁
は
、
得
意
満
面
で
家
に
帰
っ
て
き
て
、
妻
に
「
我
が
構
タ

リ
シ
事
、
当
二
黒
ヤ
。
院
モ
此
ク
感
ゼ
サ
賑
給
フ
」
と
い
っ
て
自
賛
し
た
。
だ

が
、
世
の
人
々
は
、
院
が
こ
の
翁
の
ふ
る
ま
い
に
感
心
な
さ
っ
た
こ
と
を
承
認
し

な
か
っ
た
（
「
此
ク
感
ゼ
サ
セ
給
不
受
申
ザ
リ
ケ
リ
」
）
。
も
っ
と
も
、
そ
ん
な
世

の
人
も
、
ど
う
し
て
も
孫
の
晴
れ
姿
を
み
た
い
と
思
っ
た
と
い
う
翁
の
心
情
に
は

同
情
し
た
ら
し
く
、
こ
の
話
は
、
「
但
シ
、
「
翁
ノ
、
『
孫
ヲ
見
ム
』
ト
思
ケ
ム
ハ

理
也
」
ト
ゾ
人
云
ケ
ル
、
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
と
語
り
お
さ
め
ら
れ
て

い
る
。
な
お
、
中
村
氏
前
掲
書
で
は
、
「
孫
二
野
フ
男
ノ
、
今
年
蔵
司
ノ
小
使
ニ

テ
罷
り
渡
り
候
ツ
ル
」
云
々
と
い
う
話
自
体
を
翁
の
作
り
話
だ
と
解
釈
し
て
い
る

が
、
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
翁
が
い
う
「
我
が
構
タ
リ
シ
事
」
と
い
う
の
は
、
そ

の
内
容
を
見
た
人
が
そ
れ
を
ど
う
理
解
す
る
か
と
い
う
こ
と
も
計
算
済
み
で
「
此

ハ
翁
ノ
物
見
ム
ズ
ル
所
也
。
人
不
可
立
ズ
」
と
の
高
札
を
立
て
た
こ
と
を
い
う
の

に
限
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
勅
使
行
列
の
「
蔵
司
ノ
小
使
」
は
御
幣
櫃

を
守
護
し
て
参
列
す
る
内
蔵
寮
の
史
生
で
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
ど
こ
の
誰
が
務
め

て
い
る
か
は
調
べ
よ
う
と
思
え
ば
わ
か
る
範
囲
の
こ
と
で
あ
る
は
ず
で
、
そ
れ
が

翁
の
孫
か
ど
う
か
は
す
ぐ
に
わ
か
り
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
翁
が
祭
り
見
物
に
あ
た
っ
て
巡
ら
せ
た
計
略
や
振
る
舞

い
、
院
か
ら
の
事
情
聴
取
の
場
で
の
申
し
開
き
の
仕
方
、
許
さ
れ
た
時
の
得
意
げ

な
様
子
は
、
に
く
に
く
し
い
も
の
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
こ
の
翁

の
世
渡
り
の
上
で
の
し
た
た
か
さ
・
た
く
ま
し
さ
を
も
感
じ
る
。
そ
こ
に
は
、
貴

族
を
頂
点
と
し
た
身
分
制
社
会
で
あ
っ
た
平
安
時
代
に
あ
っ
て
、
き
び
し
い
世
間

を
生
き
抜
い
て
い
こ
う
と
す
る
、
庶
民
の
強
さ
が
読
み
と
れ
る
。

四
　
巻
三
一
第
六
話
に
み
る
時
代
の
息
吹

　
こ
こ
で
、
本
稿
の
第
一
・
二
節
で
確
認
し
た
こ
と
を
想
起
す
る
。
『
今
昔
物
語

集
』
は
、
そ
れ
が
編
纂
さ
れ
て
い
た
院
政
期
の
視
点
で
、
摂
関
全
盛
期
以
前
を
描

い
た
作
品
で
あ
り
、
取
り
扱
わ
れ
た
こ
と
が
ら
が
『
今
昔
物
語
集
』
が
編
纂
さ
れ

て
い
た
院
政
期
の
目
を
通
し
て
解
釈
・
体
感
さ
れ
て
い
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
の

空
間
的
視
座
は
、
あ
く
ま
で
都
市
・
京
都
に
あ
り
、
京
都
の
町
並
み
で
の
都
市
民
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の
存
在
感
は
圧
倒
的
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
叙
述
は
、
話
の
内
容
を
つ
ね
に
即

物
的
に
現
実
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
話
の
現
実
の
中
を
生
き
る
人
間
に
対
し
て
、

同
じ
現
実
を
生
き
る
人
間
と
し
て
の
な
ま
な
関
心
を
寄
せ
な
が
ら
話
を
受
容
し
よ

う
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
見
方
を
本
説
話
に
当
て
は
め
て
み
る
。

　
説
話
の
時
代
設
定
は
、
陽
成
院
（
在
位
　
八
七
六
～
八
八
四
、
生
没
　
八
六
八

～
九
四
九
、
八
十
二
歳
に
て
崩
御
）
が
翁
と
称
し
て
お
か
し
く
な
い
頃
、
つ
ま
り

一
〇
世
紀
前
半
、
『
今
昔
』
の
撰
述
さ
れ
て
い
た
時
代
よ
り
も
二
〇
〇
年
ほ
ど
昔

で
あ
る
が
、
『
今
昔
』
編
者
の
、
原
話
を
院
政
期
の
目
を
通
し
て
解
釈
・
体
感

し
、
そ
れ
を
現
実
的
・
即
物
的
に
受
容
す
る
姿
勢
か
ら
考
え
て
、
刀
禰
の
翁
の
生

き
生
き
と
し
た
描
か
れ
方
は
（
原
話
に
も
そ
れ
が
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
は
で
き

な
い
が
）
、
院
政
期
を
生
き
た
『
今
昔
』
編
者
に
と
っ
て
、
彼
の
直
面
す
る
時
代

状
況
に
照
ら
し
て
、
現
実
性
を
も
っ
て
理
解
で
き
た
も
の
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

し
か
も
、
話
に
描
か
れ
た
内
容
は
、
京
都
の
町
並
み
の
中
で
の
都
市
民
の
行
動
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
そ
こ
に
生
き
生
き
と
描
か
れ
た
、
翁
の
立
て
た
高
札
を
め

ぐ
る
出
来
事
や
翁
の
し
た
た
か
な
人
間
像
は
、
『
今
昔
』
が
院
政
期
の
目
を
通
し

て
解
釈
・
体
感
し
て
描
き
得
た
出
来
事
や
人
間
像
だ
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
だ
と
す
る
と
、
そ
こ
に
『
今
昔
』
の
時
代
の
息
吹
を
感
じ
取
る
こ
と
に
無
理

は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
参
考
ま
で
に
、
「
や
や
簡
略
な
が
ら
同
文
性
の
同
話
で
、
〈
中
略
〉
同

原
拠
と
み
ら
れ
る
」
（
完
訳
日
本
の
古
典
『
今
昔
物
語
集
』
）
『
十
訓
抄
』
一
の
二

八
を
あ
げ
て
お
く
（
古
典
文
庫
本
に
よ
る
が
、
私
に
濁
点
や
注
記
を
加
え
た
）
。

　
昔
、
西
八
条
ノ
ト
ネ
リ
（
「
ト
ネ
リ
」
、
平
仮
名
本
諸
本
「
刀
禰
」
二
作

ル
）
ナ
リ
ケ
ル
翁
、
賀
茂
祭
ノ
日
、
一
条
東
洞
院
ノ
辺
二
、
コ
・
ハ
翁
が
見

物
セ
ン
ズ
ル
所
也
。
種
蒔
ル
ベ
カ
ラ
ズ
ト
云
札
ヲ
、
暁
ヨ
リ
中
腎
リ
ケ
レ

バ
、
人
彼
等
が
所
為
ト
下
知
ズ
、
陽
成
院
物
御
覧
ゼ
ム
ト
テ
立
ラ
レ
タ
ル
札

ナ
メ
リ
ト
テ
、
人
寄
ザ
リ
ケ
ル
豊
丸
、
時
二
成
テ
、
此
翁
ア
サ
黒
豆
ミ
シ
モ

着
タ
リ
（
「
着
タ
リ
」
、
平
仮
名
本
諸
本
「
に
た
か
」
二
作
ル
）
。
扇
ヒ
ラ
キ

ツ
カ
ヒ
テ
、
シ
タ
リ
ガ
ホ
ナ
ル
気
色
ニ
テ
物
ヲ
見
ケ
リ
。
人
々
目
ヲ
タ
テ
ケ

リ
。
陽
成
院
此
事
ヲ
聞
食
テ
、
件
ノ
翁
ヲ
召
テ
、
院
司
ニ
テ
問
セ
ラ
レ
ケ
レ

バ
、
「
歳
八
十
二
成
テ
見
物
ノ
志
更
二
身
ヌ
ガ
、
今
年
孫
ニ
テ
候
男
ノ
、
内

蔵
司
ノ
小
使
ニ
テ
祭
ヲ
渡
り
候
ガ
、
ア
マ
リ
ニ
ミ
マ
ホ
シ
ク
テ
、
タ
．
・
見
候

ハ
ン
ニ
願
人
二
歩
（
「
歩
」
、
平
仮
名
本
諸
本
「
ふ
み
」
二
作
ル
）
コ
ロ
サ
レ

ヌ
ベ
ク
覚
テ
、
安
ク
見
候
ム
タ
メ
ニ
、
札
ヲ
バ
立
テ
侍
ル
。
但
、
院
ノ
御
覧

ゼ
ン
由
ハ
全
ク
書
候
ハ
ズ
」
ト
申
ケ
レ
バ
、
サ
モ
ア
ル
事
ト
テ
、
御
沙
汰
ナ

ク
テ
ユ
リ
ニ
ケ
リ
。
是
肝
フ
ト
キ
ワ
ザ
ナ
レ
ド
モ
、
カ
ナ
シ
ク
支
度
シ
エ
タ

リ
ケ
ル
コ
ソ
オ
カ
シ
ケ
レ
。

　
こ
ち
ら
に
は
、
翁
の
立
て
札
に
つ
い
て
の
情
報
が
、
人
々
の
間
を
情
報
の
ね
じ

れ
を
と
も
な
い
な
が
ら
、
う
わ
さ
と
し
て
伝
わ
っ
て
ゆ
く
あ
り
さ
ま
が
語
ら
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
翁
が
祭
り
見
物
に
あ
た
っ
て
巡
ら
せ
た
計
略
や
振
る
舞
い
、
院

か
ら
の
事
情
聴
取
の
場
で
の
申
し
開
き
の
内
容
や
敬
語
の
過
剰
使
用
な
ど
の
言
葉

づ
か
い
等
の
描
写
は
、
簡
略
化
さ
れ
て
お
り
、
『
今
昔
』
に
あ
る
、
許
さ
れ
た
後

の
翁
の
得
意
げ
な
様
子
も
、
『
十
訓
抄
』
に
は
な
い
。

使
用
テ
キ
ス
ト
・
参
考
文
献

完
訳
日
本
の
古
典
『
今
昔
物
語
集
』
馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
今
野

　
小
学
館

達
校
注
・
訳



新
潮
日
本
古
典
集
成
『
今
昔
物
語
集
　
本
朝
世
俗
部
』
阪
倉
篤
義
・
本
田
義
憲
・
川
端

　
　
善
明
校
注
　
新
潮
社

新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
『
今
昔
物
語
集
』
五
　
森
　
正
人
校
注
　
岩
波
書
店

『
鈴
鹿
本
今
昔
物
語
集
　
影
印
と
考
証
』
安
田
　
章
編
　
京
都
大
学
学
術
出
版
会
（
一
九

　
　
九
七
年
）

「『

｡
昔
物
語
集
』
一
永
遠
の
未
完
成
の
魅
力
1
」
千
本
英
史
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
・

　
　
第
七
二
巻
八
号
・
二
〇
〇
七
年
八
月
）

「『

｡
昔
物
語
集
』
の
猿
神
退
治
－
巻
廿
六
第
七
話
を
中
心
に
一
」
池
上
洵
一
（
『
国
語
と

　
　
国
文
学
』
・
第
五
四
巻
＝
号
・
一
九
七
七
年
一
一
月
∀

『
今
昔
物
語
集
の
人
々
　
平
安
京
篇
』
中
村
修
也
　
思
文
閣
出
版
（
二
〇
〇
四
年
）

『
歌
物
語
総
合
語
彙
索
引
』
西
端
幸
雄
・
木
村
雅
則
編
　
勉
誠
社
（
一
九
九
四
年
）

日
本
古
典
文
学
全
集
『
竹
取
物
語
　
伊
勢
物
語
　
大
和
物
語
　
平
中
物
語
』
片
桐
洋
一

　
　
・
福
井
貞
助
・
高
橋
正
治
・
清
水
好
子
校
注
・
訳
　
小
学
館

『
新
編
国
歌
大
観
』
角
川
書
店

古
典
文
庫
『
十
訓
抄
』
〔
片
仮
名
本
〕
泉
　
基
博
編

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
十
訓
抄
』
浅
見
和
彦
校
注
・
訳
　
小
学
館
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